
 

 
 

News Release 

【六甲高山植物園】牧野富太郎発見「ジョウロウホトトギス」と
「キイジョウロウホトトギス」が見頃を迎えました！ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

六甲山観光株式会社（本社：神戸市灘区 社長：寺西公彦）が六甲山上で運営を行っている六甲高山

植物園では、牧野富太郎博士発見の「ジョウロウホトトギス」と、その同じ仲間の「キイジョウロウホトト

ギス」が見頃を迎えました。 
 
「ジョウロウホトトギス」は牧野富太郎博士が高知県の横倉山で発見し、ロシアの植物学者マキシモ

ヴィッチ博士が命名しました。四国と九州に自生しています。一方、「キイジョウロウホトトギス」は、和

歌山県の紀伊半島南部にのみ自生します。どちらも絶滅危惧Ⅱ類に分類される希少な植物で、黄色

い花を鈴なりに咲かせる姿は大変美しく、この優雅な花を平安時代の宮中に奉仕する貴婦人「上臈（じ

ょうろう）」に見立てて名付けられました。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：２０２４年１０月２日（水） 
送信元：六甲高山植物園 

 

六甲山ポータルサイト httpｓ://www.rokkosan.com/ 

◆リリースに関するお問合せ先 
六甲高山植物園 ＴＥＬ：０７８－８９１－１２４７／ＦＡＸ：０７８－８９１－０１３７ 
住所：〒６５７－０１０１ 神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２－１５０  
◆営業概要 
【開園期間】開園中～１１月２４日(日) 
【開園時間】１０：００～１７：００（１６：３０受付終了） 
【 入園料 】大人（中学生以上）９００円／小人（４歳～小学生）４５０円  
【 駐車場 】１，０００円 
六甲高山植物園 https://www.rokkosan.com/hana/ 
 

花の中の模様 

■キイジョウロウホトトギス（ユリ科） 
本州(紀伊半島南部)に分布する多年草です。深山のがけから垂れ下がる

ようにして生育しています。長さ４０～８０ｃｍの茎はしなだれて、節々に重な
って花を咲かせます。また、“キイ”とは紀伊半島にのみ自生することからつ
いています。当園に咲く「キイジョウロウホトトギス」は、約２００株で、現在見
頃を迎えており、１０月中旬頃までお楽しみいただける見込みです。 


